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　各種機械の設計製作を主業とする大沢工業株式会社の大沢孝史

社長を相模原市上溝の本社工場に訪ねました。

　大沢社長は埼玉県秩父市の生まれ、3歳の時に相模原市下溝へ

移ってこられた。その後、地元相陽中学から東海大相模高校を経て東

海大学生産機械工学科を卒業された。幼少のころから絵を描くこと

が好きな少年であり、そこには機械設計に繋がる必然性があったよう

に思われる。高校時代は応援委員会（応援団）に所属、この時分に精

神面や規律面が相当鍛えられたそうだ。大学では機械工学の基本を

学ぶと共にゴルフ部でプロ級の腕前になるなど文武両道の青春時代

を過ごされた。大学卒業後は油圧機器関連企業で約1年半の外部勤

務経験（機械製造会社）を経て同社へ入社された。

　大沢孝史社長が代表取締役に就任したのは2004年11月。大手印

刷会社をメイン取引先に持ちながら自社の安定的な成長を目指し新

たな事業展開へのチャレンジを続けている。そんな大沢社長は永年

蓄えてきた技術やノウハウを武器に３つの事業を柱としている。一つ

目は同社の真骨頂でもある「他社にない機械の創造」事業である。

ロータリー式家電用部品自動組立装置や電気部品自動供給装置など

多種多様な開発事例を有する。二つ目はマテリアルハンドリング（マテ

ハン）技術を最大限に活かした「食の安全搬送システム」事業。各商品

に固有の識別符号を付け規律設定することで、商品を一個単位で管

理できるオリジナル搬送システムを構築し、コンプライアンス強化を

はじめフードテロから危機管理の意識向上といった課題解決を実現

するもの。三つ目はロボット導入のための「システムインテグレーター」

として、ロボットを使った設備の提案から製作までを行う事業。既に

相模原市内のロボット導入企業に対し、顧客ニーズに基づく最適なシ

ステム構築実績を有している。

　一口にロボット導入による自働化・省人化と言っても、本来、人間の

やっている技術をそのままロボットへ移行できるものでもない。また、

お客様の要望通りにすることが仕事ではなく、その要望の裏に隠れて

いる問題や課題を見抜き、最適なシステムを構築することが重要。時

にはお客様の要望を覆してしまうこともあるとか。「ロボットはあくま

でも部品の一つ、ロボットを効果的に働かせるためには周辺装置が大

事であり、最適なロボットシステムを構築するシステムインテグレー

ターの役割がとても重要だ」と大沢社長は語る。
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● 企業向けイベント開催予定です。

● 学生向けイベントを開催しました。

●会員企業を募集しています。

　地元密着型採用（就職）支援サービス「サガツクナビ」は、さがみはら産業創造センターの人材
事業の一環として平成 ２６年度よりサービスを開始しました。“地元企業の採用の円滑化”と“地元
で働きたい学生の就職の円滑化”を目指して、神奈川県県央地域と東京都多摩地域をフィールド
に定め、地元企業の魅力を伝えるイベントとインターネットでの企業情報の発信の両輪で地元企
業と学生の出会いの場を創出し、新卒採用（就職）のサポートを行っています。


